
１　はじめに

　乾乳牛専用配合飼料，『スノードライバランス』

は平成９年の販売開始より４年が経過しようとし

ています。当誌においても数回にわたり紹介させ

ていただきました（平成９年８月号，平成１０年１

月号・９月号，平成１１年４月号参照）が，多くの

お客様にご愛用いただき，「産後の疾病が減少し

た。」，「食い止まりがなくなり分娩後の立ちあがり

がいい。」，「分娩後の粗飼料の食い込みがいい。乳

量のピークも持続し繁殖も良くなった。」など，好

評をいただいております。

　今回，あらためて乾乳期管理の重要性を説明す

るとともに，長期にわたりスノードライバランス

をご愛用いただいているお客様を紹介したいと思

います。

２　なぜスノードライバランスか？

　乾乳期は胎児が急速に発育し，次の分娩を間近

に控えた期間であるとともに，乳腺細胞やルーメ

ンを休息させ，また再生して機能回復させる期間

でもあります。とくにクロースアップ期と呼ばれ

る分娩前の３週間は胎児の成長に加え，乳腺組織

の発達，牛乳の合成開始などから，たんぱく質を

始めとする各種栄養素に対する要求量が増加しま

す。しかし，胎児による消化管の圧迫やミネラル，

ホルモン代謝の崩れなどから採食量は低下するの

でこの時期，給与する飼料の栄養レベルを上げて

対応する必要があります。さらに高産次や高泌乳

の乳牛では低カルシウム血症の予防のためにＤＣ

ＡＢ（飼料中の陽イオン・陰イオンのバランス…
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るなど，泌乳期や乾乳前期とは異なる飼養管理が

要求される時期になります。

　スノードライバランスはクロースアップ期に必

要とされる栄養バランスを考え，また，陰イオン

塩の配合でＤＣＡＢ調整を可能とし，牛が持つ能

力を分娩直後から最大限発揮できるように設計し

た，乾乳後期専用の配合飼料です。スノードライ

バランスの給与により産じょく期を乗り切れる体

力をつけ，また，分娩後の疾病を抑え，産じょく

ダメージから早期に抜け出すことができます。

３　現地ルポ
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　１年を通して温暖な気候と，新鮮な空気に恵ま

れた渥美半島，この地域は半世紀以上前から酪農

が盛んで，現在１日に生産される生乳は愛知県内

生産量の約４０％にあたる２６０ｔに達しています。こ

のような渥美半島の先端に位置する渥美町で酪農

を営む丸井　馨さんは経産牛５０頭，育成牛４０頭を

飼養し，年間約４００ｔの牛乳を出荷しています。ス

ノードライバランスは販売当初よりご使用いただ

き，３年ほどが経過しようとしています。導入の

きっかけは分娩後疾病，とくに第四胃変位の低減

にありました。スノードライバランスの導入前は

年間４０頭ほど分娩する中で，５～６頭／年のペー

スで第四胃変位が発生していました。このころは

搾乳牛用の飼料をベースとした給与でしたが，乾

乳用の製品が発売されたということで第四胃変位

が少しでも減ればと思い，ご使用に踏み切られま
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した。

　スノードライバランスの給与は分娩予定の２０日

前から１日２�程度を給与し，ほかにトウモロコ

シサイレージを５�，スーダン乾草を飽食させて

います。食いつきの悪い牛には搾乳牛用の飼料を

少し混ぜることにより，しっかりとスノードライ

バランスを食べさせることを心がけています。ま

た，以前はつないだまま分娩させていましたが，

乾乳牛の管理全般についてもみなおされ，分娩予

定の１か月前から分娩房へ移動させるようにして

います。

　「１年を通して温暖な気候」ということは，乳牛

にとって暑熱のストレスは非常に大きくなりま

す。暑熱対策には気を使うものの，夏場に分娩し

た牛でも採食量が極端に落ちるということはない

ようです。丸井さんは，「今までにも起立不能など

もたまには発生していたが，とくに第四胃変位を

何とか減らしたかった。スノードライバランスを

使い始めてからも，１～２頭は第四胃変位が見ら

れたが，事故の発生率は減っているのは確かであ

り，これからも愛用していきたい。」と大変ありが

たい言葉をいただきました。（取材協力：名古屋営

業所　松岡憲治）

�
（沖縄県島尻郡大里村字大城）�

玉　城　牧　場�

　スノードライバランスを２年間にわたりご使用

いただいている玉城牧場（写真１）は，兄の弘社

長，弟の茂専務のご兄弟による共同経営で１３０頭の

乳牛を飼養しています。規模拡大を目指し，平成

１１年に既存の７０頭のつなぎ牛舎に隣接した土地

に，フリーストール牛舎を建設，現在に至ってい

ます。

　スノードライバランスはフリーストールへの移

設とほぼ時期を同じくして使い始めていただきま

した。乾乳牛は前期（ファーオフ期）と後期（ク

ロースアップ期：写真２）の２群に分けられ，ク

ロースアップ期のメニューは１頭あたりスノード

ライバランスが１．５～２．０�，ビートパルプ３�弱，

ほかにオーツ乾草１０�程度を給与しています。「嗜

好性の面で食わない牛もいると聞くが，うちは群

飼いで競うように食っているから，ほとんど食い

残しはない。」と話されています。以前は頻繁に見

られていた産後疾病についても，「スノードライバ

ランスを給与するようになってからは，分娩後の

事故は１頭もいない。」と頼もしい言葉をいただき

ました。

　また，玉城牧場では沖縄県内唯一の私設ミルク

プラント「�玉城牧場牛乳」（沖縄県島尻群大里村

字大城２０６０番地）により牛乳の製造も行っていま

す。牛乳工場は平成２年より稼動，「玉城グループ」

と称される近隣の酪農家５戸からの牛乳も受け入

れ，牛乳と乳飲料（コーヒー牛乳）を製造，出荷

写真１　玉城牧場フリーストール牛舎 写真２　乾乳牛群
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しています（写真３）。玉城牧場牛乳では，玉城牧

場を含むグループ６戸ですべて同一の給与メ

ニューによる管理が行われています。飼料はグ

ループと当社の話し合いの基に設計された発酵基

礎飼料『結・ＴＭＲ』（ビール粕とスーダン乾草，

ビートパルプ，濃厚飼料を混合，発酵させたウェッ

トタイプ飼料）を中心に，オーツ乾草と乳配を組

み合わせた体系となっています。ウェット飼料は

ご利用いただいてから１年が経過しようとしてい

ますが，スノードライバランスとの相乗効果か，

玉城グループを担当している獣医師からも「この

１年間，玉城グループの牛では食滞が１頭もいな

かった。」と聞いております。

　玉城牧場牛乳の１日の生乳処理量は約７，０００�，

さらに平成８年からはブランド牛乳の開発にも着

手，『環境浄化材ＥＭ』を乳牛の飼料や飲用水，牛

舎内外の清掃水にまで添加し，そこから得られた

牛乳による『ＥＭ酪農牛乳』の製造も開始しまし

た。製品は毎日の個配はもとより，スーパーやコ

ンビニエンスストアなどで販売され，県内の多く

の方々にご愛飲いただいています。また，那覇空

港や県内のホテル，有名観光地などでも販売され，

沖縄を訪れる県外のお客様の目に触れる機会も多

くなっています。今年の夏からは，この牛乳を使

用してのアイスクリームの販売も開始する予定で

す。さらにインターネットなどを利用しての県内

外へのクール便による宅配も行われており，多く

の方々に好評を得ています。

　製品の購入などにつきましては，「玉城牧場牛乳」，

電話０９８－９４５－５１８３にお問い合わせください。

（取材協力：南九州営業所沖縄担当　宮原重人）

４　おわりに

　スノードライバランスは，クロースアップ期に

必要な栄養素としてバイパスたんぱく源を強化

し，また，ＤＣＡＢ調整のための陰イオン剤を配

合しています。そのため，今回紹介した現地ルポ

にも触れられたように，嗜好性についての改善が

多くのお客様より要望されております。当社では

配合原料の吟味や陰イオン剤の添加量の見なおし

を行い，乾乳牛用の配合飼料としての性能を維持

しながらも，さらに嗜好性を改善させた製品につ

いて試験を行い，すでに販売の準備段階に入って

おります。

　給与の効果は認めていただきながらも，嗜好性

の面で乾乳期用飼料の利用を見送られていたお客

様につきましては，これを期に今一度スノードラ

イバランスについてご検討いただき，牛群成績の

向上に貢献できたらと願っております。

写真３　（有）玉城牧場牛乳製品
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住宅混在地でも、臭気公害を気にせず堆肥処理ができます。�
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